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教職志望学生を対象とした生徒指導と
教育相談に関するアンケート

○田中るみこ（中村学園大学） 久永彩香（ ）
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問題と目的

現在，学校現場ではいじめや不登校，非行など

の問題行動，メンタルヘルスの問題など様々な教

育課題が山積している。これらの教育課題を解決

していくためには，教師や保護者が諸問題に対し

て多面的・多角的に取り組み，児童生徒を理解し

ていくことが必要とされている。生徒指導と教育

相談は，車の両輪に喩えられるように，「生徒指導

の中核」として，生徒指導と教育相談の関係を連

続性のあるもの（文部科学省）として捉えられて

おり，学校現場では，生徒指導と教育相談に関す

る専門性と実践力が求められている。しかしなが

ら，これから教職を目指す学生は，関連科目は履

修しているものの，生徒指導や教育相談に関する

トレーニング等の教育シムテムは構築されておら

ず，現場で戸惑う様子が多くみられている。田中

（ ）は，教育実習生として児童生徒同士のけ

んかやトラブル，実習生を困らせる言動，発達障

害を持つ子供へ規範意識の指導法など「子供を叱

る」ことの難しさを痛感している学生の回答が多

く，その「対処法」を学びたい意識が高いことを

明らかにしている。

そこで，教育実習終了後の学生を対象とした，

（ ） （ ）：生

徒指導や教育相談について，学生時代の自分自身

の経験及び教育実習生として指導した経験につい

て，（ ） （ ）：教育

実習生として，児童の問題行動に関する対応の難

しさについて，（ ）

（ ）：教員（教育実習生）としての学級経営

力について，アンケート調査を行った。本研究で

は，アンケート調査の上記 項目を視点とした，

学校現場における生徒指導と教育相談の実態把握

及び教育実習生として児童の問題行動の対応力や

学級経営力について検討することを目的とした。

方 法

調査対象者及び時期

教育学部に所属し，教職課程を履修する小学校

教諭免許状取得希望学生 年生を対象とした，小

学校教育実習終了後（小学校教育実習 週間経験）

の 月に調査を行った。調査回答者は 名（回

答率 ％（ 人））であった。

調査内容

（ ） （ ）は

小学校教育実習後に生徒指導と教育相談に関する

項目設定した質問紙を 4 件法及び記述にて実施し

た。記述では「生徒指導・教育相談の具体的なエ

ピソード」の回答を求めた。 
（ ） （ ）は児童の

問題行動の対応の難しさについて「授業中にうる

さい」，「不登校」，「授業をさぼる」など 21 項目設

定した質問紙を 5 件法にて実施した。 
（ ） （ ）は

学級を経営していく力について，「教室のルールな

どの設定」，「授業中に騒がしくなった時、対応で

きる」など 8 項目設定した質問紙を 5 件法にて実

施した。 
結果と考察

（ ） （ ）：

学生時代に受けた生徒指導については，はい

（70％）の回答があり，形式は個人，グループ，

教室・学校全体の順に多かった。時期については，

中学校（36％），小学校（27％）の順に回答が多く，

学年別では小学校 6 年生，中学校 3 年生の学校最

終学年に受けていたことが多かった。内容は，学

校生活（42％），風紀・服装（27％）の順に回答が

多かった。特に自由記述では，学校生活の態度や

服装・風紀（髪，スカートの長さなど）に対する

指導を受けた経験の記述がみられた。学生時代に

受けた教育相談については，はい（31％）の回答

があり，時期は中学校（78％），高校（66％）の順

に多かった。内容は，勉強の仕方が最多であった。

教育実習生として指導した経験については，生徒

指導は 35％，教育相談は 5％の学生が実施したと

回答した。（ ） （ ）：

児童の問題行動は，不登校，いじめ，自傷行為，

暴力行為において，「対応にかなり困る」と回答し

た学生が多い傾向がみられた。（ ）

（ ）：学級経営力は，ほぼ全

ての項目において平均値（普通にできる～それな

りに自信がある）以上の回答が多い傾向がみられ

た。

以上のことから，今後はアンケート結果を元に

教育実習生の生徒指導や教育相談に関するトレー

ニングやカリキュラム上のシステムを概観し，よ

りよい教育シムテムの構築を目指していきたい。
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予備校生のストレスに関する研究
―予備校生ストレッサー尺度作成の試み―

竹内利光（東京成徳大学大学院）

キーワード：予備校生，ストレッサー，ストレッサー尺度

問題と目的

高校を卒業して，大学受験への準備のために予

備校や塾に在籍している生徒（ここでは，予備校

生とする）は約 万人いるとされている（文部科

学省， ）。大学受験は大きなライフイベントの

一つであり，受験生は高いレベルのストレスを感

じることが多い。特に，予備校生は，大学受験に

失敗した経験をもっていることが多く，志望校合

格への心理的プレッシャーも高く，受験生症候群

（元永ら， ）に代表されるような心理的問題

を呈する可能性が高いといわれている。

しかし，学校に在籍している高校生や大学生と

は違い，予備校では，生徒の心理的なサポート体

制は十分とは言えない現状であり，今後は予備校

生の心理的な支援体制を構築していくことが重要

である（竹内， ）。予備校生の心理支援には，

予備校生の心理特性等を理解することが前提とな

っているが，予備校生を対象とした研究が少なく，

エビデンスがほとんどない状況である。

本研究では，予備校生のストレスに関する理解

を深め，心理的支援の基礎となる知見を提供する

ものとして，予備校生ストレッサー尺度の作成を

試みた。

方 法

調査対象と調査時期

首都圏 予備校，東北地方 予備校に在籍する

予備校生 名（男性 名，女性 名，不明

名，平均年齢 歳， ）を対象に，

年 月に調査を実施した。

質問紙

竹内（ ）， ＆ （ ），森

（ ），三浦ら（ ），小山（ ），神藤（ ），

岡安ら（ ）を参考に作成した，暫定版予備校

生ストレッサー尺度 項目を用いた。

結果と考察

項目分析により，回答に偏りがある 項目を削

除し，残りの 項目に対して最尤法， 回

転による因子分析を行った。因子負荷量が 未

満の項目を削除し，最終的に 因子が抽出された。

“模擬試験で悪い成績をとった”などの 項目か

らなる第Ⅰ因子を“学業ストレッサー”，“悪い成

績をとって親に怒られた”などの 項目からなる

第Ⅱ因子を“親ストレッサー”，“授業の内容や先

生の説明がよくわからなかった”などの 項目か

らなる第Ⅲ因子を「授業ストレッサー」と命名し

た。また，それぞれの下位尺度について，信頼性

の検討を行った結果，α係数は十分な値であった

（ ～ ）。各項目の内容，因子パターンならび

に各因子のα係数を に示した。
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